
今後取り組むべき研究課題の検討についての考え方

平成19年度からの研究

「WHO優先的研究課題2006」に基づき、生体電磁環境研究推進委員会において

「今後取り組むべき研究課題」を提言した研究を実施。

平成22年度以降の研究課題について

「WHO優先的研究課題2006」及び「生体電磁環境推

進委員会報告書」の中で提言された「我が国が取り組む

べき研究課題」を参考にし、生体電磁環境に関する検討

会で検討を行う。

今後、パブリックコメントにより広く意見募集し、これらの

結果を踏まえて、生体電磁環境に関する検討会におい

て、今後取り組むべき研究課題について決定する。
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